
 
 

ピラミッドアジサイ 
現  状 

１.生産規模 
 
ピラミッドアジサイの出荷量 

 

 
（本） （鉢） 

  切り花 鉢花 

平成２６年度 3,000 1,650 

平成２７年度 5,200 4,000 

※ 総合農業技術センター 
 

・県が開発した「ピラミッドアジサイの短期栽培

技術」を契機として県内全域で、切り花及び鉢

花の生産が行われ、平成26年から出荷が始まっ
た。 

２．生産者の取り組み 
・平成 25年度、山梨県花き園芸組合連合会に「ピラミッ
ドアジサイ研究会」が組織され、栽培や出荷技術の確立

に向けて取り組んでいる。 
・平成 27年度には、会員が 20名となり、出荷時期の多
様化や様々な形態の生産に取り組んでいる。 
３．県の取り組み 
・試験研究部門等と協力し、栽培や出荷技術について支援

を行っている。 
・平成 25年度、新商品開発支援事業により苗導入、鉢ラ
ベル及び切花出荷箱の作成支援を行った。 
・平成 27年度、やまなし農業・農村総合支援事業により
雨除けハウス等の導入支援を行った。 

課  題 対  策 
１【生産】 
1－① 
・ 需要期に向けた切り花の開花調節技術、鉢花

の草姿改善技術、および高品質秋色アジサイ

生産技術の確立が求められている。 
１－②  
・ ライムライトを主体に生産されているが、他

産地との差別化を図るため、県オリジナル品

種の導入が必要である。また、広く普及して

いる品目ではないため、品種に関する情報が

乏しく、品種選定が困難である。 
 

２【販売】 
２－① 
・ 切り花では鮮度保持が課題となっている。 
２－② 
・ 輸送コストの削減が求められている。 
２－③ 
・ 新たな需要を掘り起こす必要がある。 
 

１－① 
・ 総合農業技術センターの試験課題として設計を組み、

加温技術や剪定技術、遮光技術等を組み合わせた技術

対策を図る。 
１－② 
・ 新品種の育成および試作栽培を行う。また、既存品種

についても試作展示等を行い、農家が品種導入する際

の選定支援を行う。 
 
２－① 
・ 前処理剤の使用を基本技術とし、湿式輸送の導入を推

進する。 
２－② 
・ 資材メーカーや市場等と連携し、輸送手段や梱包方法

など輸送コストの低減を支援する。 
２－③ 
・ 認知度向上のため、市場関係者や生花店への情報提

供、および商談会や展示会への出展支援を行う。 
・ 新たな需要拡大に向けプリザーブドフラワーなど加

工品の開発を支援する。 
対策に向けた 
スケジュール Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

１－① 
 －② 
２－① 
－② 
―③ 

原因究明・技術確立                       技術普及 
品種登録・新品種導入支援 
湿式導入支援 
輸送コスト低減支援 
出展支援・加工開発支援 

 


